
一　

異
例
ず
く
め
の
米
大
統
領
選
が

一終
わ
り
、
ま
さ
か
の

「ト
ラ
ン
プ

・大
統
領
」
が
誕
生
し
た
。
ま
さ

一
に
、

「ト
ラ
ン
プ

一
シ
ョ
ツ
ク
」

〓
の
激
震
が
世
界
中
を
走

っ
た
。
世

一
つ 界
鶴
琳
国
想
¨
葬
嗽
簗
礫
孵
蛯
も

一　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
自
人
労
働
者

一層
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
当
選

一し
た
。
彼
は

「
一
握
り
の
エ
リ
ー

ト
支
配
を
破
壊
す
る
」
代
表
で
あ

り
、
忘
れ
去
ら

一れ
た

「普
通
の

一自
人
」
の
立
場

一を
代
弁
し
、
愛

国
主
義
に
立

っ

た
ボ
ピ
ュ
リ
ス

ト
で
あ
る

（２

．０

■

６
年

４

一月
、
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ト

一ズ
）
。
時
計
の
針
は
８
年
前
に
戻

四́ン
、

る
。選

挙
結
果
を
見
て
み
る
と
、
オ

ハ
イ
オ
州
や
フ
ロ
リ
ダ
州
な
ど
の

激
戦
州
で
ト
ラ
ン
プ
氏
は
進
撃
し

た
。中

で
も
、
オ
ハ
イ
オ
州

（選
挙

人
１８
）
で
勝
利
し
た
あ
た
り
か

ら
、
潮
目
が
変
わ

っ
た
。
そ
の

後

、

ペ

ン
シ
ル

ベ

ニ
ア

（
同

２０
）
（
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

（同

と
次
々
と
ト
ラ
ン
プ
氏
が
と

「
フ
ロ
リ
ダ
を
制
す
る
も
の

は
選
挙
を
制

す
る
」
と
言

わ
れ
て
い
た

フ
ロ
リ
ダ
州

（同
２９
）
を

押
さ
え
、
勝

利
を
確
実
に

し
た
。

Ｃ
Ｎ
Ｎ
の

出
口
調
査
で

米
国
の
各
メ

デ
ィ
ア
も
ト

ラ
ン
プ
氏
の

勝
利
を
衝
撃

を
持

っ
て
伝

え
た
（Ａ
Ｐ
）

自
人
優
位
社
会
が
返

っ
て
く
　
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
有
権
者
の
７０
　
ょ
ぅ
に
展
開
で
き
な
い
。
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％
を
占
め
る
自
人
票
の
５８
％
を
獲
　
　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
勝
利
演
説
で

得
し
た
。
男
性
の
５３
％
に
加
え
、
　

「
分
断
で
広
が

っ
た
傷
を
修
復
す

女
性
の
４２
％
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
投
　
る
と
き
だ
」

「
■
つ
に
団
結
し
た

票
し
た
。
黒
人
の
８８
％
は
ク
リ
ン
　
国
民
と
し
て

一
緒
に
な
る
と
き

ト
ン
氏
に
投
票
し
た
が
、
自
人
以
　
だ
」

「米
国
を
再
び
偉
大
な
国
に

外
の
人
種

（イ
タ
リ
ア
系
含
む
）
　

す
る
」
と
約
束
し
た
。
今
後
、
米

の
う
ち
、
２．
％
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
　
国
が
ど
う
な

っ
て
い
く
か
は
予
測

投
票
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
が
つ
か
な
い
。

こ
れ
に
加
え
、
ト
ラ
ン
プ
支
持
　
　
た
だ
言
え
る
の
は
、
ト
ラ
ン
プ

を
公
言
し
な
い
が
、
選
挙
で
は
卜
　
氏
は
損
得
勘
定
で
物
事
を
考
え
、

ラ
ン
プ
氏
に
入
れ
る

「隠
れ
支
持

　

「
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト

（米

票
」
が
選
挙
を
左
有
し
た
と
も
言
　
国
第

一
）
」
で
外
交
政
策
を
展
開

一
す
る
。
オ
バ
マ

政
権
の
敷
い
た

路
線
に
は
と
ら

わ
れ
ず
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ

（環
太
平
洋

戦
略
的
経
済
連

わ
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
し
た
こ
と

で
、
自
人
の
不
満
は
あ
る
程
度
は

消
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
を
支
持
し
た

黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
非
自

人
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
（
女
性
た
ち

の
不
満
は
残
る
。

さ
ら
に
、
深
刻
な
の
は
党
の
分

裂
だ
ろ
う
。
ワ
シ
ン
ト
ン

ｏ
エ
ス

タ
ブ
リ

ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
た
ち
が
、

ど
こ
ま
で

「ト
ラ
ン
プ
大
統
領
」

に
協
力
す
る
の
か
。
彼
ら
の
ト
ラ

ン
プ
嫌
い
は
激
し
く
、
議
会
は
上

下
両
院
と
も
共
和
党
が
維
持
し
た

が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
関
係
修
復
が

で
き
る
か
が
間
わ
れ
る
。
修
復
が

で
き
な
け
れ
ば
、
■
ラ
ン
プ
氏
は

内
政
で
も
外
交
で
も
政
策
を
思
う

携
協
定
）
や
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
新
枠
組
み

「パ
リ
協
定
」
、
イ

ラ
ン
と
の
核
合
意
な
ど
が
、
軒
並

み
ひ

っ
く
り
返
る
可
能

性
が
あ
る
。

特
に
懸
念
さ
れ
る
の

が
日
米
同
盟
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
日
本
に

さ
ら
な
る
安
全
保
障
の

コ
ス
ト
負
担
を
求
め
、

「応
じ
な
け
れ
ば
在
日

米
軍
の
撤
収
を
検
討
す

る
」
と
ま
で
言
う
。
日

本
外
交
に
は
、
シ
ビ
ア

に
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に

徹
す
る
タ
フ
さ
が
必
要

と
さ
れ
る
０
そ
の
意
味

で
は
、
日
本
に
と
っ
て
厳
し
い
４

年
間
に
な
り
そ
う
だ
。

″

日本には厳しい4年間に


